
 

Fig.1 Result of T1 relaxation measurements on  

P1 resonance (530 G) and off resonance (561 G). 
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【はじめに】 

ダイヤモンド中の NV（窒素空孔）センターは、その優れた磁気光学特性から量子コンピュー
ターや量子センサーとしての応用が期待されている。このような応用のために、NV センターを
任意の位置、深さに形成することが可能な窒素（N）イオン注入法が有用である。N イオンをダ
イヤモンドに対して照射すると、N 原子と共に多量の原子空孔が形成される。その際、導入され
た N 原子や原子空孔は、NV センターを形成する以外にも結晶中に残留し NV センターのスピン
特性を乱す要因となる。そのため、NV センターのスピン特性向上のためにはイオン注入法によ
って形成された NV センターの周囲にデコヒーレンスの要因となる欠陥がどの程度存在するかを
調べることは重要な課題である。そこで、本研究ではイオン注入法を用いて形成した NV センタ
ー近傍の欠陥を FID（自由誘導減衰）法や T1（スピン-格子緩和時間）の磁場依存性測定(1)等のパ
ルス ODMR（光検出磁気共鳴）法を用いて測定した結果について報告する。 

 

【実験及び結果】 

試料として Ib型及び IIa型単結晶ダイヤモン
ドを用いる。試料にイオン注入を行った後、
高温熱処理を施し、NV センターを形成する。
その後、NV センターの T1 を測定し、NV セ
ンターの周囲にナノメートルオーダーで分布
する欠陥を評価した。本測定手法の原理は NV

センターの電子スピンのエネルギー準位差と
周囲の電子スピンのエネルギー準位差とが一
致した時に、2つの電子スピン間でエネルギー
遷移が起き、T1 が減少することに基づいてい
る。 

ダイヤモンドの格子位置を置換した N 原子
（P1 センター）が存在すれば、イオン注入起
因の欠陥と同様に NV センターをプローブと
して検出することが可能である。我々は、始
めに、NV センター近傍の P1 センターの同定
実験を行った。P1センターの場合は 530 Gの静磁場を印加したときに NVセンターの電子スピン
の準位差と P1 センターの電子スピンの準位差とが一致すると計算により求めることができる。
NVセンターと P1センターが共鳴する条件（530 G）と共鳴しない条件（561 G）において T1測
定を行った結果を図 1に示す。同図より、561 Gに比べて、530 Gでは蛍光強度がより速く減少す
る結果が得られ、観測した NVセンターの近傍に P1センターが存在することが示唆された。発表
では、磁場掃引を行うことによって P1センター以外の欠陥を検出した欠陥について報告する。 
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